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方， CpTi CI~ ・.Yli\O触媒によるポリスチレンマクロモノマーの単独重合では，高シンジオタクチックで主鎖
の繰り返し単位が必ず-本の分岐鎖をもっくし状多分岐ポリマーを得ている (6菅)0X線構造解析の結果，
シンジオタクチックグラフト共重合体ではグラフト鎖の種類および含量による結品構造への若しい影響が
認められている (7常)。また，ポリイソプレンマクロモノマーとエチレンおよびプロピレンとの二.元共重
合ならびにシンジオタクチックグラフト共重代体を開始点、とするイソプレンのリビング~合で.新規ヱラ
ストマーとなる可能性のある1¥B1¥ブロック共重合体をと得ている (8章〉。
これらの研究成果は，選移金属触媒とマクロモノマーの特徴を巧みに組み合わせたものであり，応用化
学のなかでも高分子化学に寄与するところが大きい。したがって.本論文の著者は博士(工学)の学的を
受ける資格を何するものと認める。
-171-
